2023年度（令和5年）　特定非営利活動法人いこい　事業計画
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1　基本方針
　法人設立から、本年で20年目を迎えます。これまで掲げてきた、トータルな支援「心、体」のケアの実現という夢に向かって一歩々進んできました。その活動の一つとして、昨年度に完成した木の家いこいは、子ども、高齢者、障害者にとどまらず、誰もが集うことのできる場所を目指して造られました。今年度は、木の家いこいを拠点に、フードバンク事業を基として食品ロス消滅、生活困窮者への食品配布を通じ地域に貢献する事業として進めていければと願っています。また、こども食堂（みんな食堂）を定例化し「食卓を囲む」「顔を見ながらコミュニケーションを取る」という人間本来の関りを大切にした活動を実施して行きます。コロナ禍で、気薄になった人との関係の価値を取り戻せればと思います。しかし、大人の中でもコロナ禍の中で、オンラインが当たり前になり、その中から踏み出せずいる方も多くいます。オンラインを使って、徐々に関係が取り戻せるようアプローチしてゆくことも大事です。これからの居場所支援においては、「オフライン」か「オンライン」どちらか一方を選ぶのではなく、対象や状況に応じた手段を組み合わせていくことが必要であると思います。この一年、会員の皆様には活動のご支援とご協力をお願いいたします。

２　今年度の主な事業
	事業名
	事業内容
	実施時期
・回数等
	実施場所

	受益対象者及び予定人数
	収益見込
(千円)

	介護保険法に基づく地域密着型サービス事業
	通所介護

	週6日
	デイサービスセンターいこいの家
	40名
	3,000

	フーバンク事業
	子ども食堂
食品配布
フードパントリー
	月2回
週4回
月1回

	フードバンクしぶかわ
	15名
400名
20名
	60
0
0


	福祉有償運送事業
	通院移送
買物移送
	随時
	NPO法人いこい
	2名
	10



３　会議の開催に関する事項
（１）通常総会　年1回
（２）理事会　年3回

